
医工獣産学連携による医療技術・機器開発センター

計画目標
▶ 山口大学は医学部・工学部・共同獣医学部を併せ持つ。この環境を活用し国内企業と連携して、実験データを蓄
積・多様な産業領域の企業が利用できるようにし、新しい工学/実験機器・医療機器/環境改善システム開発を行い、社
会への還元を行う。また、Cadaver、動物およびバーチャル技術を用いた新しい教育システム・医療技術開発を行う。
ものづくりに詳しい人材育成、国内企業と国際社会との競争をはかる。ものづくりや研究を官と行うことで雇用を生み
出し、地方創生モデルを目指す。

推進目標
▶ Cadaverと生体動物を用いた実践手術手技トレーニングとそこから生まれる新規医療技術の開発。
▶ 最新デジタル技術活用による質の高い臨場型講義・実習の実現。人材育成。
▶ 医療機器メーカーや一般企業が求めるデータをアカデミアとして収集管理し、非医療系産業へも展開し社会に提供する。
▶ 医師・獣医師の専門的臨床知識を企業との医療機器開発初期段階で連携を取るハブ機能。
▶ 工学の技術を様々な分野へ提供し、新規実験機器・ものづくりの知財獲得。
▶ 学内に医工獣産官学が集まることのできる場の提供。
▶ 海外メーカーとの積極的な連携の促進と国際共同研究により、山口大学のプレゼンスを示す。
▶ 学内・学外ベンチャーの起業。
▶ 行政との共同事業展開。

１. ご遺体を使用した
Clinical Cadaver Surgical 
Training Center

2. 生体動物を使用した
アニマルサージカルラボ
や実験

４. 医工獣産学連携による
産業・ものづくりに必要な
データ蓄積・新実験機器/
手法の開発

３. VR技術を活用した
臨場型/遠隔Hands-On
実習システム構築
⇒人材育成

5. 医工獣による新しい
ものづくり・企業との連
携（医獣の医療機器・環
境改善システム・工学部
による産業へ応用できる
技術・機器開発など）。
臨床治験・データ蓄積。

6. 海外メーカーとの
関わり、共同研究開発。
海外メーカーの日本支社
との積極的な関わり。
学内・学外起業のサポート。

7. 山口県行政と共同事業
の展開。
地方創生のモデルケース
を目指す。

山口大学 医工獣産官学連携

山口大学医学部附属病院リハビリテーション部
講師 西田周泰

①企業の利点
・動物実験や研究費の削減。

→開発コスト削減。
・ベンチャー企業の参入。
・初期段階から医師・獣医師

工学部教官など専門家
と意見交換、データ蓄積。

③山口県の利点
・ベンチャー企業の参入、工場、

研究所開設による雇用創出。
・医療ツーリズム ・留学生の誘致
・地方創生のモデル化
④日本の利点
・国際的な医療機器開発。
・プレゼンスを示す。

②山口大学の利点
A. 知識の連携、医療データの蓄積
B. 人材育成、国際誌投稿、

競争的研究費獲得、国際競争力の強化
C. 研究員、エンジニアの雇用
D. 多様な職種の関わりができる場の提供

成

果


